
麻薬経験者の割合、ど
うやって調査する？うやって調査する？
（ランダム回答法）



デリケートな質問
麻薬経験者の割合を推定するための調査を
行う。

直接的な質問：「あなたは麻薬を経験したこと
がありますか？」→“ノー”と返ってくる。→

真の割合よりずっと小さくなってしまう。

例、妊娠中絶の経験者や同性愛者の割合



ランダム回答法

質問１：「あなたは麻薬を吸ったことがありま
すか？」

（デリケートな質問）（デリケートな質問）

質問２：「あなたの電話番号の末尾の数字は
偶数ですか？」

（誰にでも答えやすい無害な質問）



コイン投げ

表：質問１に正直に答えてもらう。

裏：質問２に正直に答えてもらう。

 “イエス”“ノー”の答えだけを聞く調査方法 “イエス”“ノー”の答えだけを聞く調査方法

※コイン投げの結果は見ず、相手に安心感を
与えるようにする。



“イエス”“ノー”と答えた人の割合だけ
から、麻薬経験者の割合を推定する

質問２からは、知りたいことに対する情報は
得られない。得られない。

 このような方法によって知りたい割合の推定
を行うことは不可能か？？



次のように考えてみよう！









ランダム回答法の精度









数値例による検討
若者５０人に質問１、２をしたとする。



サイコロ投げにより質問を選ぶ場合

サイコロを投げて６以外の目が出たら質問１
に、６の目が出たら質問２に答えるものとする。



 ２つの例で“イエス”と答えた若者の割合は、
いずれも３０％であったが

麻薬経験者の推定値は、

 コイン投げの場合は１０％、サイコロ投げの
場合は２６％とかなり異なる。

サイコロ投げの場合には、興味ある質問１に
回答する確率が高いので、調査から得られた
“イエス”の割合と麻薬経験者の割合が近い
値となっている。


